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学力調査に基づく課題と平成２９年度の授業改善策
５３大泉東小学校


国語科

	国語
	調査から分析される課題
	課題を解決するための授業改善策

	５年
	· 文の中の主語・述語をとらえられていない児童が多い。（正答率53.8%）修飾と被修飾の関係を適切に理解できていない児童が多い。（正答率29.4%）
· 書きたいことを、読み手に正しく伝わるように書く力が足りない児童が見られる。（正答率69.7%）
· 小説の気持ちの読み取りの理解・解釈が不十分な児童が見られる。（正答率62.2%）
	· 「～は」「～が」は主語、「～です。」「～だ。」は述語など文法を確認し、問題に取り組んでいく。
· 読み手の立場から文章を客観的に評価するために、自己評価に加えて相互評価を取り入れていく。
· 文章に書かれている話題、理由や根拠となっている内容、構成や叙述の仕方などについて、線を引くなど全員で確認しながら読み取っていく。

	６年

	· 全体的に全国の平均値を上回る結果を示していた。特に「話すこと・聞くこと」の領域が全国平均より４．５％も高かった。反面、「書く」領域は２．１％ほどの上回り方だった。書く力の高い児童と低い児童との差があることが分かる。
· 少し難しい漢字を正しく書けない児童がいることも「書く」領域の得点を下げている要因になっている。
	· 授業の初めには、漢字や言語事項など繰り返し学習できる時間を作ったり、学級の時間や朝読書の時間を使ったりして学力の底上げを図る。
· 授業の中だけでなく、行事などの折をみて、文章を書く時間を意識してとるようにする。



	５年
	調査から分析される課題
	課題を解決するための授業改善策

	理科
	· 火を安全に扱うときのルール（観察・実験の技能３　正答率 63.9%）、電気を通すもの、通さないもの（自然現象の知識・理解　４－１ 正答率10.9%）の理解が十分ではなかった。
· 気温の測り方（観察実験の技能　６－１正答率68.1%）方位磁石の使い方（観察実験の技能　７―１　正答率58%）の理解に課題がある。
	· 実験を安全に行うことができるよう事前学習を進める。終了後は結果のまとめや考察を行うことで理解を深める。
· 具体的な操作を伴う学習については、一度で終わりにするのではなく、適宜繰り返し指導し技能を高める。

	社会

	· 資料から情報を読み取る力が弱い。（比較関連付けで読み取る力　正答率43.7%）
· [bookmark: _GoBack]課題に対する解決策を推論する力が弱い。（意図や背景、理由を理解・解釈・推論して解決する力　正答率59.7%）
	· 資料からどのようなことが分かるかを自分で考える力を伸ばすために、授業では資料をもとに考えを交流する時間を多く確保する。
· 自分たちが住んでいる地区の課題などをグループで話し合う時間を設定する。


理科、社会科


